
Medical and Pharmaceutical Society for WAKAN-YAKU

NII-Electronic Library Service

Medloal 　and 　Pharmaoeutloal 　Soolety 　for 　WAKAN −YAKU

卜 C −25
神秘湯の 気管支喘息に対す る効果の検討
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【目的】気管支喘息 の治療に多数の漢方薬が使用され て い るが 、 巾で も神秘湯の 喘慰発作の

予防効果は よ く知 られて い る 。 そ こ で 今回我 々 は、中等症以上の 気管支喘息児 に対 して ツ

ム ラ 神秘湯を使用 し、運動誘発性喘息に対す る効果 と臨床症状の 変化 に っ い て 検討 した の

で報告する 。

【対象】対象は国立小児病院ア レ ル ギ ー科に通院中の 7歳か ら 15歳まで の 気管支喘息児 8名

（男 3名 ・女 5名 、 平均牢齢 10．3 ± 1，0歳）で 全例が 中等症以一Lで あ っ た 。 また、慢性気管

支炎 ・肺気腫 ・気管支拡張症を合併 して い る者 、 肝臓 ・腎臓 ・心疾患を有す る者 、 他 の 漢

方薬や経ロ ス テ ロ イ ド剤を服用して い る者は対象か ら除外 した。

【方法】観察期間を 2週間 、 投薬期間を 12 週間とし、 そ の 問の 臨床症状 の 変化を喘息 日誌か

ら検討 した 。 また 、 観察期間と投薬終了時点で 運動負荷テ ス トを行 い 、呼吸機能の 変化を

検討 した 。 全期閤を通 じて それ まで の 治療は変更せ ずに行 っ た 。

【結果】運動負荷に よる基礎値か らの FEV1 ．0の 低下率は 、 神秘湯投与後に は観察期間 と比

較 して運動直後および運動5分後で有意な抑制効果が認め られ （それぞれP 〈 0．05、P く 0．01）、

運動 15分 ・30分 ・60分後で は 、 低 ド率 の 抑制傾向がみ られ た 。 また 、 発作点数 に関 して

も有意な改善が認 め られた （P ＜ 0．05）。

【結論】神秘湯は 、 気管支喘息 の 症状改善に有効で あ り、 また運動誘発性喘息を有意に抑制

した 。

一 85 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


